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粘土造形サヴァ ン ・ス キル に比べ 稚拙なデ ッ サ ン ・ ス キル を示す

　　　　広 汎性発達障害児 に対する眼球運動 トレ ーニ ン グ
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　 目か ら情報を取 り入 れる
“
入力機能

”
の 一つ に眼球運動がある 。 眼球運動の ス ム ー

ズ さや注視の 困難さ と発達障害の 関係 に つ い て は い くつ か報告が され て い る 。 本研 究

で は 、優れた粘土造形 ス キル を持ちなが らデ ッ サ ンが稚拙で あ っ た広汎性発達障害を

有する小学校 5 年生男児 1名に対して、デ ッ サ ン ・ス キ ル の 指導を行 っ た e 本児が示

した 眼球運動の 困難さに対 して 眼球運動 トレーニ ン グ を実施し、そ の トレ
ーニ ン グ に

おける描画の 変化 を検討 した 。 ア セ ス メ ン トと視機能検査の 結果 よ り、 追従性眼球運

動 と衝動性 眼球運動 を中心 と した 3 つ の ト レーニ ン グ が実施 され た 。 その 結果、眼球

運動が ス ム ーズ に行える よ うにな り、描画 にお い て 「大 きさに対する認知」の 変化が

指摘 された 。 また 「見 る」 こ とへ の 意識 を促 した こ と よ り、「姿勢
・視点の保持」 と

い っ た変化が 見 られ、視点を定め る こ とが可能 となっ た 。

キー ・ワー ド ：広汎性発達障害

　　　　　　　球運動

眼球運 動 トレ
ーニ ン グ　追従性 眼球運動　衝動性眼

1 ．は じめに

　 「見 る 」機能 は 、 大 き く 「入 力機能」「視覚

情報処理機能」 「出力機能」の 3 つ に分け られ

る （北 出， 2006）。 入力機 能に は 、 視力 、 両眼

視機能 、 眼球運動とい っ た働 きが ある 。 視覚情

報処理 機能とは、情報 の 理解 ・記憶 ・操作 、 空

間の 認識 で あ り、眼球運動の 能力や左右の 方向

認識に も関わ っ て くる機能であ る 。 出力機能 と

は 、 い わゆる 身体 と の 協調であ り、こ の 機能 に

困難さを抱 えて い る と手作業や 運動が 不器用 に

なる とされ て い る 。

　Nettelbeck，Hirons　and 　Wilson （1984） は、知

的障害者14名 （平均 IQ61）を対象に振 り子の 追

従 視課 題 を行 っ た結果、健常者 よ りも有意 に 、

頻繁 に眼球運動が停止する回 数が多い こ とを示

した 。 同様に、高橋 ・尾崎 ・鈴木 （1987） は 、

筑波大学大学院人間総合科学研究科

知的障害児 10名 （IQ30 〜59 ：測定不能 2名）の

サ ッ カー ド特性 を検討 し、知的 障害児の 眼球運

動の 開始潜 時が長い こ と 、 注視すべ き対象まで

注視点が 達成 し ない サ ッ カ ー ドが 見 ら れ る こ

と、追従視が安定 しな い こ と、を指摘 して い る。

こ れ ら の 先行研究 よ り、岡 ・三 浦 （2007）は 、

知的 障害児者 はサ ッ カ
ー ドと追従性眼球運動の

機能 に問題が ある こ とが 分か る として い る 。

　 また 、 Nettelbeck　et　a1．（1984）は 、眼 球運 動

の 問題以外 に 、 知的障害者の 眼球運 動が タ
ー

ゲ

ッ トか ら逸 れる 回数が 多い と指摘 し、知的障害

者の 注意の 逸れ やす さや適切 に注意を向ける こ

と の 困難 さに よる と考えた 。 こ の こ とに対 して

岡 ら （2007）は 、知的障害児者の 眼球問題を考

え る 際に は、注意機能の 問題を含めて考 える必

要が ある とま とめ て い る。

　石井 ・飯塚 ・簗田 ・川端 ・長嶋 （2007）は 、

視覚認知 に関わ る視覚活用が出来 ない 軽度発達
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障害児 は 図形の 摸 写が上 手 に 行 えない こ とか

ら 、 視覚認知に問題 を抱 える児童 の 症例報告 を

して い る 。 そ の 中で、眼球運 動に不具合が 見ら

れ る注意欠陥1多動性障害 （ADIHD ）児の 症例

よ り、「課題 図形 の 特徴を正 し く目で ス キ ャ ン

で きない 」「描 く時に ペ ン の 軌跡 を正 しく追 え

な い 」 とい っ た特徴 を指摘 して い る 。 また 、 こ

れ らの 要 因として、「サ ッ ケ
ー

ドが困難」 「注視

が安定 しな い 」「頭 が動 い て い る」 な どが 考 え

られ る とも指摘 して い る。つ ま り、眼球運動の

問題 に よる サ ッ ケー ド困難 や注視 の 不 安定 さ

は 、 障害の 種別 に よ らず見 られ る可 能性が示 唆

され る 。

　 眼球運動の 困難 さの み な らず 、 発達性協調 運

動障害 （DCD ）が 疑わ れ る 幼児の 描画動作の

検討 （増 田，2007）や 、 視覚認知意障害を示 し

た ア ル ツ ハ イ マ ー型痴 呆 （AD ） の 事例 報 告

（松本 ・大 東 ・植 原 ・藤 森 ・森 ， 2000） な ど、

「見 る」機能 の 困難さ を報告 した 先行研 究は 少

な くな い 。

一
方で 、見 る機能の 困難 さに対す る

トレ ーニ ン グ は 行わ れ て い な い の だ ろ うか 。

Boersma 　and 　Wilton （1976）は軽 度知 的障害者

に対 し 、 弁別学習時の 刺激特徴 を知覚 し注意 を

向けるため の 訓練 を行 わせ 、 知的障害者の 探索

的 な眼球運動 を健常者 と同等 に まで増加させ る

こ とに成功 して い る 。 松本 （2008） は、眼球運

動の 困難 を抱 える学習障害 （LD ）児を対象に、

その トレ ーニ ン グ を行うこ とで、読み の 改善や

学習意欲 の 向上 に成功 した 事例 を報告 し て い

る。 しか し、 「見 え方」 を トレ ーニ ン グ し、 そ

の 変化が 実生 活へ 与える 影響 の 報告は 未だ少 な

い 。

　本研究 で は 、 優れ た粘土 造形 ス キ ル を持ち な

が ら 、 デ ッ サ ン が 稚拙で あ っ た た め、デ ッ サ

ン ・ス キ ル の 指導を受けて い る広汎性発達障害

児 1名 を対象に、「見る」、と りわ け眼球運動の

困難さが 、 トレ
ー

ニ ン グを通 して ど の 様 に変化

する の か 、 また トレーニ ン グに おける描画の 変

化 を検討す る こ とを目的 とした 。

皿．方　法

　 1．対象児

　対象児は 小学校 6 年生 の 男児 1名で あ り、 4

歳 時に専門医か ら広汎性発達障害の 診断 を受け

た 。 11歳10ヶ 月時に実施 した WISC 』 知能検査

で は、VIQ75、　PIQ86 、　 FIQ78 で あ り、言語性 IQ

よ りも動作性 IQの 方が有意に 高か っ た 。 動作性

検査 にお け る下 位検査結 果は 「符号」「記号探

し」が 低 く、 また 群指数で は 「処理速度」が他

と比較 して 顕著に 低か っ た 。

　 小学校で は、国語 と算数の 2教科 の み特 別支

援学級 で指導を受け 、 そ の 他の 時間は通常学級

にお い て指導を受けて い た 。 本児は 、 余暇活動

と して 、 自宅で 絵 を描 い て い た 。 今年度 は、学

校の 係活動 と し て イラ ス ト係を自発的に選ん だ

り、級 友か ら本児 は絵が 上手だ とい っ た評価を

得 て い た りして い る よ うであ っ た。主な絵の テ

ー
マ は 「恐竜」「動物」「ア ニ メ の キ ャ ラ ク ター」

で あ っ た 。

　 2 ，デ ッ サ ン ・ス キル 指導の経過 と問題点

　 デ ッ サ ン ・ス キ ル 指導は、本児が 小学 3 年生

時 よ り大学教育相談室 にお ける個別指導の 中で

開始 され た （園 山 ・梅津 ・勝浦 ・倉光，2007）。

当時、粘土 造形 とお絵か きが 、 本児 に と っ て余

暇活動で ある と考え られた 。 本児の 作成する粘

土造形作品は、優 れた作 品 と し て 小学校や芸術

学専攻の 研究者か ら評価 を得て お り、本 児の 粘

土 造形ス キル は、サヴ ァ ン ・ス キル と して考え

られた （園山 ら， 2007）。

一
方で 、お絵か きは、

形を捉えて描 くこ とが 出来ず、一
筆描 きをして

い た 。 そ の ため 、小学 4 年生 時 よ り、 母の 希望

もあ り本格的な デ ッ サ ン ・ス キ ル 指導を開始 し

た 。 現在に至 る まで 指導は 、 芸術学専攻の 大学

院生 （第 2 著者） を主 指導者 と したチーム で行

っ た 。 主 なデ ッ サ ン ・ス キル の 指導は第 2著者

が 行い 、 障害児教育学を専攻する第 1 著者は第

2著者へ の 指導方法や指導計画に対する助言や

提案、本児へ の対応な ど補助的な役割 を行 っ た 。

第 3著者は指導チ ーム へ の ス ーパ ービジ ョ ンや

保護者へ の 助言等 を行 っ た 。

　 小学 4 年時か ら行われて い るデ ッ サ ン ・ス キ
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ル 指導内容 は 、 積み 木な どの 立 体造形物 をモ チ

ー
フ とした鉛筆に よ る摸写

・
デ ッ サ ン が 中心 で

あ っ た 。 「お 手本を良 く見 る」 「丁寧 に描 く」

「ゆ っ くり描 く」の 3 点 を約束 と し 、 本児は 、

「陰影の 表現方法」 「明る さによる 鉛筆の 使 い 分

け」「線の描 き方」な どの デ ッ サ ン ・ス キ ル を

獲得 した （勝浦 ・遠 藤 ・園山 ，2008）。 そ の 結

果 、 本児 は 、 手本の モ チ ーフ を良 く見 て 描 くよ

うにな っ た 。 また 自身 も上手に描ける とい う自

信を持つ よ うに な っ た。 しか し、指導経過 の 中

で 、 描 き直す度に形が 微妙に 変化し 、 最終的に

はデ ッ サ ン 自体 も線がずれ る とい う問題が見 出

され た 。 その理 由は、手本 を見る ときに正面以

外 の 角度か ら見よ うと して 身体を動か した り、

手本 と自身の デ ッ サ ン を比較する 際に 、 頭全体

が動 い た りする こ とに よ る と考え られ た 。
つ ま

り、本児 は自身 の 体 の 軸はず らさずに （視点 を

変 える こ と な く）、 目の み を動か して見比べ る

こ とが困難で ある と推測 された 。 そこで 、 眼球

を柔軟に動かすこ とで形 を正確に捉 える こ とが

出来る よ うに な る こ とを 目的に 、 眼球運動 トレ

ーニ ン グ を行 うこ と とし た 。

　 3 ．ア セ ス メ ン ト

　ア セ ス メ ン トと して 、「眼球の 動 き方」 を見

る ため に 「動 くもの を目で 追 う」「声に合わせ

て 対象物 へ 目を動かす」 の 2 つ を行 っ た 。 「動

くもの を 目で追 う」で は、本児 に頭 を動か さず、

指導者が 動か す赤 い ペ ン を 目だけで 追わせ た 。

「声 に合 わせ て 対象物へ 目を動 かす」で は、指

導者が 2 色の ペ ン を本児の前で持 ち、 指導者が

指示す る色 へ 頭 を動か さず目だけ を動か し、さ

らに 3 つ 数 える間凝 視 させ た 。 「動 くもの を 目

で 追 う」 に つ い て は 、 対象物が 本児か ら見て右

方向に動 くと きには、ほぼ 目で 追うこ とが可 能

で あっ た 。 しか し 、 本児か ら見て 左方 向に 動 く

と きに は、動 きを追 うこ とが難 しく、 目が元の

位置 に 戻 っ て しまう傾 向が見 られ た 。 「声に合

わせ て 対象物 へ 目を動か す」に つ い て は、本児

か ら見 て右 方向にある対象物へ は ス ム ーズ に 目

を動 か し、 3秒 間の 凝視 を 3 回中 2 回、達成で

きた 。 しか し、本児か ら見て 左方向に ある対象

物 に対 して は 、 目を動かすこ とは可能で あ っ た

が 、 3 秒間の 凝視は難 し く3 回中すべ て達成す

る こ とが出来 なか っ た 。

　 こ れ らの 結果 よ り、 本児 は左視野へ の 目の 移

動 ・目の 位置 を固定する こ とが困難で ある こ と

が示唆された 。

　 X 年 3 月 に行わ れた専門医 に よる視機能検査

で は 、 「眼球運 動 の 困難 さ」 「立 体 視 の 低 下」

「視覚認知 の 得意 さ」の 3点が所 見 よ り見 られ

た 。

　 「眼球運動の 困難さ」に つ い て は次 の とお り

で ある 。 眼球運動に は、跳躍性眼球運 動 と追従

性 眼球運動の 2 つ の 機能があ り、 前者 は 、 早 く

目を動かす運動で あ り、 後者は 、 線 をゆ っ くり

と目で 追 っ た り、ゆ っ くり動 くもの を目で 追 っ

た りする運 動で ある 。 本児は 「追従性眼球運動」

「衝動性眼球運 動」「前庭性眼球運動」に つ い て 、

指 定 された運動が完遂で きなか っ た 。 注視の 持

続は問題 な く出来たが 、 二 点間の 視線移動 （衝

動性眼球運動）や 固視視標の 追視 も視線が迷 い 、

正 確 に 完了する こ とが難 しか っ た 。

　 「立体視の 低下 」 に つ い て は、「両 眼視機能

につ い て検査 した結果、両視線が 内 よ りの 傾向

（内斜位） が あ るた め 立 体視が 低下 して い る」

との所見が得 られた 。

　視覚認知発達検査の 結果で は、特に本児の 苦

手さが 見 られ た検査項 目は なか っ た 。

一
方で漢

字や文の 視写、美術 における写生 など の 基盤 と

なる能力で あ る 「模写」、視 覚情 報の 中で 、 注

意 を向 けて見 るべ き大事な部分 と不必要 な背景

とみ なすべ き部分 を区別 して認知する能力で あ

る 「図 と地」、 視覚情報の 見えない 部分や足 り

ない 部分 を補 っ て 対象物全 体 を抽象的に認知す

る能力で ある 「視覚形態完成」 はやや高い 評価

（相当年齢 ：11歳 2 ヶ月以上）で あっ た 。

　 これ らの 結果 よ り、本児は視覚認知 よ りも眼

球運動 に よる情報習得に 困難さが ある とい うこ

とが示唆 された 。

　 4．眼球運動 トレーニ ングの 実施期間

　眼球運動 トレーニ ン グ の 実施期 間は、 X 年 2

月か ら 8 月の 6 ヶ 月間で あ り、 計 13セ ッ シ ョ ン
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（原則 と して 1 週 間に 1 回）が 行 っ た 。 眼球運

動 トレ ーニ ン グはデ ッ サ ン ・ス キ ル 指導の 開始

前 に行 い 、 所要時間は平均 して 20分程度で あっ

た 。 そ の 終了後、デ ッ サ ン ・ス キ ル の 指導を90

分程度行 っ た 。

　 5．眼球運動 トレ
ー

ニ ン グの手続き

　ア セ ス メ ン トの 結果に i基づ い て 、以 下 の 3 つ

の眼球運動 トレーニ ン グを行 っ た 。

　 1 ）追い か けお 絵か き （動 くもの を目で追 う

　　 トレーニ ン グ）

　ホ ワ イ トボー
ドに指導者が描 く絵 を、本児が

そ の ペ ン 先 を目で追 い なが ら同様の 絵 を描 く課

題で ある 。 本児 へ の 教示 は 、 「先生 が描 くもの

の 大 きさや形を良く見て、そ れ と同 じよ うに描

い て くだ さい 」で あ っ た 。 指導者が赤 、 本児は

黒の ホ ワイ トボー ドマ
ーカ ーを使用 した 。 上下

（Fig．1） と左右 （Fig ．2 ） の 眼球運動が出来る

ように、手本の 位置 に配慮 した 。 描 き終わ っ た

ら、指導者 と本児の絵を見比 べ
、

“
同 じよ うに

描 けた と こ ろ
”“

N じよ うに 描けな か っ た と こ

ろ
”

を本児に言葉で 答 え させ、指導者 と一緒 に

確認 を行 っ た 。

　 2）真似 っ こ マ グネ ッ ト （対象物へ 目を動か

　　す トレ
ーニ ン グ）

　 5cmX 　 5　cm の 四 角を 2 つ 並べ た課題 シ
ー

ト

（A4 版用紙 1枚）を 、 本児の 目線 の 高 さに合

わ せ てホ ワ イ トボ
ー

ドに提示 し、指導者 と同 じ

位置に マ グ ネ ッ ト （5mm 　X 　5　mm ） を貼 り付

け る課題で ある 。 同 じ場所に貼れ た と本児が判

断 した時 、 両視野に 2 つ の 四角が見 え る位置の

床 に貼 られた枠内に立ち 、 2 つ の マ グネ ッ トが

同 じ位置に貼れ て い るか を確認させ た （Fig ．3

（A ））。 修正 が ある場合は、修正点 を本児に 言

葉で 答 え させ 、修正 を した後に指導者と一緒 に

劉

L

Fig．1　上 下 の 眼球運動 （2／8作成）
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確 認 した 。

　提示 した課題 シ
ー

トは 、 ス テ ッ プ 1 か らス テ

ッ プ 5 の 5 段階で 、本児 の 達成度 に合 わ せ て 変

更 した （Fig．3 （B ＞）。

　 3 ）ボ ケ モ ン ζ 1 ’追 い か け （対象物 へ 目を動

　　 かす トレ ーニ ン グ）

　北出 （2006） に よる跳躍性眼球運動 トレ
ーニ

ン グ の 方法 を適用 した 。 指導者は、対象児の 顔

か ら40cm 程度、離れ た 位置で 、 2 つ の 指標 を

両 手に持ち、両視標 を交互 に見せ た 。 両視標の

間隔 は 30cm で あ っ た 。 頭 は動か さず、 目が途

中で 止 まらず に、視標 か ら視標 へ と一
直線に動

くよ うに練習 し、縦方向 ・横方向 ・斜 め方向に

行 っ た 。

　ア セ ス メ ン トの 結果、本児は ク レ ヨ ン の よ う

な小 さな視標に注視する こ とが困難で あ っ た た

め 、直径 9cm 程度 の 円に ス ト ロ ーで もち手 を

つ けた もの を用い た 。 また 、 円の み を提 示す る

と 、 視線が流れ 、 視標で 止まる こ とが 難しか っ

た 。 そ の た め 、本児の 好きな キ ャ ラク ター （ポ

ケ ッ トモ ン ス タ ー・； T．） を円 の 中心 に貼 り、注

視す る場所を明確に示 した （Fig．　4 ）。さ らに、

両視標が 出て い る状態で どちらか
一

方 に 目を向

け る こ とが 、 本児の 特性で ある刺激の 選択性困

難に よ り、ア セ ス メ ン ト時に難し い と判 断され

た 。 トレ ーニ ン グ実施時は、一
つ の 視標 を提示

して い る とき、一
つ は 裏返 した状態に し て 行っ

た 。 課題 内容 は、平行な 眼球運 動 （左右） 10

回 × 2 セ ッ ト、上 下の 眼球運動 10回 × 1 セ ッ ト、

斜め の 眼球運動 10回 × 1セ ッ トで あ っ た 。 上下、

斜め の 課題 は、本児へ の 負担 と課題 へ の 慣れ を

考慮 し、 トレ ーニ ン グ開始時期 を遅 くした 。 各

課題の 正 しい 眼球運動 の 回数は、眼球が指定の

視標 を見た （眼球が視標で 停留 した 〉 と指導者

が 判断 した 数を カ ウ ン トした 。 課題 は、各方向

の トレーニ ン グ 回数 を声 に 出 して 数 えて 行 っ

た 。 本児に は 、 正 し眼球 運動の 回数 は特 に フ ィ

ー
ドバ ッ ク しな か っ た 。

皿．結 　果

　 1 ）追 い か けお 絵か き

　本 トレーニ ン グ の 実施期間 を本児の達成度に

よ っ て 3 つ に分けた 。 全て を通 じて 、手本 とな

っ た絵 に テ ーマ は特 に 設けなか っ た。

　  第 1期 （X 年 2 月か ら 3月上 旬）

　 こ の 時期 の 特 徴 と して は、「全体の 大 きさが

手本 よ りも長 さが 短 くな る」「縦線の 長 さが 短

くな り、全体的 に小 さ くな り易 い 」 とい う 2 点

が 見 られ た 。 「全体の 大 きさが手本 よ りも長 さ

が短 くなる」 は、本児が頭 を動か して
一

つ
一

つ

の 手本 を確認 して い た ため に 生 じた 。 その た め、

動 い て い る手が止 まりや すく、確認をする度に

次 の 手本へ と視線 を移 して描 き足 す と い う傾向

が 見 られ た 。 また 、 本児へ 「目だ けで お 手本を

見て 描 く」 とい う言語プ ロ ン プ トを要す る こ と

が 多か っ た （Fig．1 ， 218作成）。 「縦線 の 長 さ

が 短 くな り全体的 に小 さ くな り易 い 」 は、先 に

描か れた図形 との 大 きさ比較 をす るな どの 視覚

Fig．4　ボ ケ モ ン 」追 い か け に使用 した視標

　　　　　で二　 l

il−
S［isGtL　YI ◎

Fig．5　追 い かけお絵か き第 1期 （2 ／ ユ5作成）
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的ヒ ン トを使用する こ とな く、指導者の ペ ン先

に の み 注 目し、 本児が書 き進め て い た ため 生 じ

た （Fig．5 ， 2！15作成）。

　  第 ll期 （X 年 3 月下 旬か ら 6 月上 旬）

　 こ の 時期 の 特徴 として は、「目だ けを動 か し

なが ら描 く」「先の 予 測 を して描 こ うとす る」

とい う 2点が見 られた 。 「目だ けを動 か しなが

ら描 く」 は 、 本児な りに要領 を習得 した ようで

あ っ た 。 頭 を動か しなが ら手本を確認 し て 描 き

足すとい うよ り、目を何度も動か しなが ら手本

を見て 描 くと い っ た様子に変化 した 。 これ に よ

り、図形の 大 きさは ほ ぼ同 じように描け るよ う

に な っ たが 、 細部 まで正確に摸写 をする こ とが

難 しか っ た （Fig，6 ， 5116作成 ；Fig．7 ， 5！23

作成）。 「先の 予測 を して 描 こ うとす る」は 、課

題 へ の 慣れが見 られ た こ と に よ っ て 、 生 じた と

考 え られる もの で あっ た 。 先走 っ て 描 い て しま

っ た場合 は一度 ペ ン を止 め 、 「先生 の 手本 をみ

て ご らん 。 違うところ か ら もう
一

度ペ ン で 描 い

て い こ う」 と言語 プ ロ ン プ トをし、 促 した 。 ま

た、先走 りそうに な っ た場合に は 「お手本は ど

うか な ？」「ゆ っ くりだ よ」 と い っ た言語 プ ロ

ン プ トを行 い 、本児の 気付 きを促 した 。

　  第皿期 （6 月下旬 から 8 月）

　 こ の 時期に は、か な り複雑な形 を目だけで 追

う こ とが 出来る よ うに なっ た 。 全体の 大 きさや

縦幅、細部な ども概ね正確に描 くこ とが 出来る

ように な っ た 。 また、途中で 手本 と大 きさが異

なっ て しまっ て も、本児 自らが調整 をして 最終

的な大 きさ を揃える と い っ た様子 が見られ始め

た （Fig．8 ， 7／25作成）。

　 2 ）真似っ こ マ グ ネ ッ ト

　  ス テ ッ プ 1 （格子状にか か れ た補助点線あ

　　 り）

　 縦線や 横線 とい っ た補助線 を参考に しなが ら

貼 り付けて い た 。 開始当初は、マ グネ ッ トの 位

置 を気にす る とい うより、 例 えば 、 右か ら 2 番

目 と上 か ら 1 番 目の 線 の 近 くとい うよ うに 、 補

助線の 位置情報 を手掛 か りに して い る ようで あ

っ た 。 しか し、課題 をこ なすに つ れ 、 「こ の 線

か ら少 し離れ て い る」 とい うよ うに、マ グネ ッ

Fig．6　追い かけお絵か き第 ll期 （5／16作成）

　 　 nt

Fig．7　追い かけ お絵か き第 n 期 （5123作成）

Fig．8 追い かけお絵か き第皿期 （7！25作成）

トの 側 にある補助線との位置関係 に注 目して い

る ような発言が聞か れ る よ うにな っ た 。

  ス テ ッ プ 2 （縦線の 補助点線 の み あ り）

　提示条件が 縦線 の み に な っ た た め 、当初は

厂難し い よ」 と言 っ て い た 。 縦の 補助線 と マ グ

ネ ッ トの距離は、概ね正確 さを増 して い っ たが 、
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高 さを揃 えるこ とが難 しか っ た 。 修正をす る度

に 、「高 さ の どこ が 違 うの か を言葉で 教えて」

と言語プ ロ ン プ トを行い 、言語化 を促 した 。 し

か し、違 い を 自発 的 に 気付 くこ と は 難 し く 、

「先生 とあ なた の は 、 ど っ ちが高 い かな」 と い

っ た具体的 な質問をする こ とで気付 くこ とが 出

来る よ うに な っ た 。

　  ス テ ッ プ 3 （横線の 補助点線の み あ り）

　要領 を習得 して きた様子で 、 ス ム ーズ に ク リ

ア する こ とが多か っ た 。 ス テ ッ プ 2 で行 っ たよ

うに、「先生 の と違 うところ は な い ？」 と質問

をした と こ ろ 、 見比 べ なが ら 「横は同 じだ けど、

高さは僕が高い 」 とい っ たように言語化す るこ

とが い くらか可能とな り、違 うところに、自発

的に気付けるこ とが多 くなっ た 。

　  ス テ ッ プ 4 （十字の 補助点線の みあ り）

　課題 へ の慣 れはあるが、補助線が最 も少な く、

高さの 調整が 難し い 様子であ っ た 。 課題 を実施

して い る最 中に 、 「難 しそ うだ な 、 で もい い や 」

「真ん 中あ た りにお い て み た」 と 、 自身の 置 い

た位置を自発的に言語化 して 伝 える 様子が 多 く

見 られ た。また、違 っ て い る と こ ろ を聞かれる

前 に 「ど こ が ちが うか な ？」と言 っ て修正 を自

発的に行 う姿が見 られた 。

　  ス テ ッ プ 5 （補助点線な し）

　補助線が な くな り、 当初は 「難 しい け ど出来

る よ」 とい う発言が 聞かれた 。 また 、ス テ ッ プ

1 か らス テ ッ プ 4 よ り、 目を動 か して 自発的に

修正 をする こ とが 多 くな っ た 。 その 結果 、 大 き

く位置 を間違えるこ と もな くな っ た 。 課題へ の

取 り組み もス ム ーズ で あ り、「広 さ注意 1高さ

注意 凵 と言い なが ら取 り組 ん で い る姿 も見 ら

れた 。 そ の
一方で 、修正 したか ら正 し い と い う

気持ちが 強 く、「こ れで い い の っ 」 と訴 え る様

子 も見 られ た 。

　 3 ） ボケ モ ン 追 い か け

　  平行な眼球運動 （全 13セ ッ シ ョ ン ）

　 1 、 2セ ッ シ ョ ン は 、 頭を左 右に 動か さずに

追 うこ とが難 しか っ たた め 、 本児の 頭部が動か

な い よ うに第 1著者が支 えて 行 っ た 。 右視野は、

3 セ ッ シ ョ ン 目以降、安定 して 高 い 達成度を示

した 。 左視野 は 5セ ッ シ ョ ン以 降に安定は して

い るが、右視野の よ うな高い 達成度を示 し て は

い なか っ た （Flg．9 上 段参照 ）。 左視 野で の ミ

ス は 「左を見 る とい う意識の 強 さか ら、 目が視

標 を過 ぎて しまう」「目が 中心 よ り動かず、視

標を見 られ な い 」とい っ た傾向が見 られ た 。 後

者 は右視 野 で の ミス に も見 られ た もの で あ っ

た 。 本児の 見 え方に つ い て 、 母親 よ り、 「生 ま

れ た と きか ら左 目に 斜視の 傾向が あ り、 独特 な

見方で あ っ た」 と伝 え られて い た 。 また、「左

側 が見 えに くい よ」 「左 目が動か ない ん だ」 と、

本児自らの 発言も多 く聞か れ た 。 8 、 9 セ ッ シ

ョ ン におい て 、 両視野 と もに達成度が下が っ た 。

こ れ は 、 学校行事の 練 習が重な り、 本児の 疲 れ

が見られ たた め であ っ た 。 見る べ き視標 を指示
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され て も目のみ を動か して 見る とい うこ とが 難

し く、本児 か らは 「あ あ 、目が動か な い 」と い

っ た発言が 聞かれた 。

　  上下 の 眼球運動 （全 10セ ッ シ ョ ン）

　 1 、 2 セ ッ シ ョ ン は、頭 を上下 させず に追 う

こ とが難 しか っ たた め 、 本児の 頭部が 動か な い

よ うに、第 1 著者が 支 えて 行 っ た 。 上視 野は 、

開始当初 か ら安定 して 高 い 達成度 を示 した 。 下

視野は 3 セ ッ シ ョ ン 目以 降、安定 し て 高い 達 成

度を示 したが、 2セ ッ シ ョ ン 目まで 、上視野か

ら目を動か して下 の 視標を見る こ とが 難 し く、

視標を通 り越 して 机を見る と い っ た傾向があ っ

た （Fig．9 下 段参 照）。 本 児 も 「目が （下 に）

動か な い よ」 とい っ た発言 を して い た 。 （Fig，

9 ）

　  斜め の 眼球運 動 （全 6 セ ッ シ ョ ン ）

　上記  と  の トレ
ー

ニ ン グ に慣 れ て か ら行 っ

た た め、頭部を動かす こ とは なか っ た 。 右視野

は、視標が 本児の 近 くにあ っ て も、 本児か ら遠

くに あ っ て も、 視標 を見る こ とは可能で あ っ た 。

一
方で 左視野は、視標が 本児の 近 くに ある と き

は、右視野か ら目が動 きに くく、本児か ら遠 く

に ある と きの 方が 多少動 きや すか っ た 。

　眼球運動 トレ
ーニ ン グ全体に つ い て 、 実際 に

トレ ーニ ン グ を し て い る指導者 は 、 「眼球の 動

きが少 し ス ム
ーズ に な っ て い る」 「段 々 と （眼

球の 動きに）左右差がな くなっ て きて い る」 と

い う印象 を持 っ た 。

N ．考　察

　本研究で は、勝浦 ら （2008） に よ っ て報告さ

れた、基本的なデ ッ サ ン ・ス キ ル を獲得 した広

汎性発達障害の 男児 1 名に つ い て 、その 後の デ

ッ サ ン指導 で見 られた 「見 え方」の 問題 を改善

する ため 、 眼球運動 トレ
ーニ ン グを行 っ た 。 以

下に、眼球運動 トレーニ ン グ の 効果 と 、 その ト

レーニ ン グに よる描画へ の 影響を考察する 。

　 1．眼球運動 トレーニ ングの効 果

　眼球運 動 トレ
ーニ ン グ の 効果 と し て 、 各 トレ

ー
ニ ン グ の 達成度 を比較 検討す る と 、 本児 の

「大きさ に 対す る 認知」 へ の 効果が見られた 。

　眼球運動 トレ
ーニ ン グを開始 した 、 「追い か

けお絵か き」の 第 。 期 に は、全体の 大 きさ、と

りわ け縦線 の 長 さが短 くな りやす い 傾向が見 ら

れて い た （Fig ．5 ， 2115作成）。 こ れ は 、 本児

が、指導者の 描 い た手本か ら、本児が先に描 い

た図形 と、今描 い て い る図形 の 大 きさ を比 較し

て、白身の 描 くべ き大 きさを決め て描 くこ とが

困難で あ っ た結果だ ろ う、
つ ま り、 周囲の 情報

を取 り入れ 、総合的に 考 え る と い っ た 「全体 と

個」を見る 困難さが 影響 して い た と考えられ る。

また、眼球運動 を ス ム
ーズに 行い 、情報を瞬時

に 記憶 し、それ を描画に反映 させ る とい っ た点

で の 困難さ も本児 に は見 られ て い た 。 したが っ

て、こ の 2 つ の 困難さが 、手本と 自身の絵の 大

きさの 認知 に関係 して い た と考え られる 。 しか

し、こ の 点 に つ い て は 、 眼球運動 トレ ーニ ン グ

の 「真似 っ こ マ グネ ッ ト」や 「ボケ モ ン 追 い か

け」の 課題達成 度が 上が る に つ れ、「追 い か け

お絵か き」の 縦線の 長 さや大 きさの ずれ は見 ら

れ に くくな っ た と い う結果を得 た。

　 郭 （1998） は、図形の 再現課題 を実施 し、自

閉性障害者 に は対象物 と周囲の 関係性 の 認知能

力の 発達が認 め られず、その ため に眼 球運動に

よる再現が低年齢 レベ ル に とどまっ て い るこ と

を指摘 した 。 本研究の 眼球運動 トレーニ ン グは 、

図形 の 再生課題で は な い が 、 トレ ーニ ン グの 前

半で は 同様の 傾 向が見 られ 、 さらに、本研究で

は手本が提示 され た まま、つ ま り、視覚的 フ ィ

ー ドバ ッ ク を得や す い 状 況にお い て も、大 きさ

の 認知が困難で あっ た 。 トレーニ ン グ の 後半に

な る と、周辺 の 図形 と の 関係 を捉 え、手本との

大 きさに差は見 られず、大 きさ の 認知 に変化が

見 られ た。つ まり、眼球運動 トレーニ ン グを し

続けた こ とで 、 本児の 見 え方、特 に周囲の 情報

の 取 り入れ に必要 な眼球の 動 きへ の 効果 をもた

ら した と考 え られ る 。 奥村 ・
若宮 ・栗本 ・水

田
・玉井 （2007）は、眼球運動障害を呈 する極

低出生体重児に 隔週 1 時間、更 に 日 々 15分間の

ホーム トレ ーニ ン グ を継続的 に 6 ヶ 月行 っ た 。

その 結果、注意持続や 詳細な視覚情報の 取 り込

み とい っ た眼球運動能力の 改善 を報告 した。 眼
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粘土造形サ ヴ ァ ン ・ス キ ル に比 べ 稚 拙 な デ ッ サ ン
・

ス キ ル を示す広汎性発達障害児 に対する 眼球運動 トレ
ー

ニ ン グ

球運動 トレ ーニ ン グに よる見え方へ の 効果 は本

研究 にお い て も示 され、奥村 ら （2007）の 結果

を支持する だ ろ う。 しか し、 本研究で は、細か

い 部分の 正確な模写が未だ難し い こ とが 指摘 さ

れ、こ の 点は トレー
ニ ン グ の 頻度や 日 々 の 積み

重ねに よる効果が期待され る。

　 本児の 描画模写に見 られ た難 しさは 、 眼球運

動や情報の 統合の 困難 さだけで は な く、視覚的

短期記憶 の 困難さ と も関係 して い る の で は ない

か と考える。 しか し、眼球運動 と視覚的短期記

憶の 関係性に つ い て 、報告 した研究 は見 当た ら

ず、こ の 点 に つ い て 言及する こ とは出来な い 。

　 本研 究 で 取 り上 げた 眼球運 動 トレーニ ン グ

は、ペ ン や マ グネ ッ トな ど生活用品 を用 い 、 1

つ の トレ ーニ ン グ に 要 した時間は 5分程度だ っ

た 。 日常生 活で の ト レーニ ン グ継続に は、「ト

レーニ ン グの 行 い 易さ」が鍵 となる だろ う。奥

村 ら （2007）の 行なっ たホ ーム トレーニ ン グは、

トレーニ ン グの 所要 時間は短か っ たが 、
パ ソ コ

ン や天 井 に吊る した ボ
ー

ル な ど多 くの 道具や 実

施環境が 必要で あ っ た 。 本研究 の ト レーニ ン グ

は 、所要時間の 短 さや 道具 の 使用 も少な さ、実

施環境 を問わ な い とい っ た点か ら、眼球運動 ト

レ
ー

ニ ン グ の 簡便化の 可 能性を示 した 。

　 2．眼球運動 トレ ーニ ン グによ る描画 へ の影

　　響

　石井ら （2007）が報告 した、軽度発達障害児

に 見られ た眼球運 動の 問題 か らの 視線移動の み

に よる摸写困難 と、それ に 伴 う頭部の 位置固定

の 困難 さは 、 本児にお い て も同様の 傾向が見 ら

れた 。 しか し、眼球運動 トレーニ ン グ を行な う

こ と で 「姿勢 ・視点 の 保持」 の 効果が 見 られ

た。

　眼球運動 トレ
ー

ニ ン グ を開始する以前 、 本児

は 自身の 絵 を修正す る際に 身体が動 き、視点が

ずれて しまう様子が 多 く見 られ、同 じ姿勢や視

点 を保持す る こ とが 難しか っ た 。 眼球運 動 トレ

ー
ニ ン グ の 結果、描画 自体に大 きな上達や 描 き

方の 変化は見 られ なか っ た 。 しか し、 トレーニ

ン グの 達成度 とは 関係な く、 トレ ーニ ン グ の 開

始後 よ り、 手本を見る 際に 大 きく頭 部を動か し

靉》　　　　　　　　　　　　　，　　　　’tt　　　　　　　　　’　
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　

　Pt−
　　　　

’
　　 オ

セ

麺こ郵
ザ

　　　　 Fig．10　本児 の 絵 （7118作成）

た りせ ず、後頭部 を支点 に して顔 を動か し、目

の み で何度 も手本 の モ チ
ー

フ と自身の 絵を見比

べ る ようにな っ た 。 つ ま り、 どの よ うに見て描

くと良い か に注意 をす る よ うに なっ たた め 、 視

点 を定め る こ とが可能 に な っ た と考 え られ る

（Fig．10， 7／18作成）。

　 3．今後の課題

　 本児は、学校等にお い て 黒板 の 字 を写す など、

課題処理 に 時間 を要す る とい うエ ピ ソ ー ドが聞

かれて い る 。

一方 で 、 X 年 8 月に行われた専門

医に よ る 視機能の 再評価で は 、衝動性眼 球運動

が、前評価 よ りもス ム ーズ に行 える よ うにな っ

て い る との 報告が あっ た。こ の 眼 球運動 トレ
ー

ニ ン グを行 っ た結果が、本児の 生活の 中に、今

後 ど の ように般化するか に つ い て は十分 な情報

が え られ てお らず 、 こ の 点 は今後の 課題 で あ

る 。

　 本児 の 粘土造形活動は 、デ ッ サ ン
・

ス キ ル が

上 達 する に つ れ て 行わ れ る こ とが 少な くな っ

た。 その ため 、 眼球運動 トレーニ ン グ を積 んだ

こ と に よる粘土 造形の 変化 に つ い て は確認する

こ とが 出来な い 。 また 、 本児 は 粘土造形の 際 、

目の 前 にある モ チ ー
フ を見 なが ら作成す る の で

は な く、本児の 記憶に基づ い て作成 して い る様

子 で あ っ た 。 その ため 、粘土造形 と眼球運動の

関連に つ い て は 、 言及す る こ とが出来ない 。 ま

た、粘土造形 と描画 における眼球運動 の違 い に

つ い て 報告 され た先 行研 究 は 見 当た ら なか っ

たd
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　本児は、視線 に内 よりの 傾向 （内斜位）が あ

る こ とが 、視機能検査 の 結果や母親か らの 聴取

に より指摘 されて い た 。 しか し 、 眼球運動 トレ

ーニ ン グに よる影響 は 、 発達障害児 を対象 とし

た 先行研 究が 見当た らず、言及す る こ とが 難し

い 。 こ の 点にお い て も、今後の 課題で ある 。

　広汎性発達 障害をは じめ とす る発達障害児が

苦手とする こ とに対 し、「どこで （ど の 段階で〉

つ まず い て い る の か」 を見極め 、 それ に沿 っ た

トレーニ ン グ を行 うこ とが、対象児の 抱える 苦

手 さや 困難 さの 軽減に つ ながる の で は ない だろ

うか 。 もちろん、本研究で取 り上げた眼球運動

トレーニ ン グ を用 い て、必 ずし もうま くい くと

は 限ら ない 。 しか し 、 対象児者が ど の レ ベ ル で

困難 を示 して い る の か とい う点 を着 目す る こ と

は、支援す る側 と して共通 して い る こ とで ある

だろ う。

付 　記

　本研究は科研費 （課題番号 ：19653118）の 助

成を受けた もの で ある 。 論文の 公表 を承諾 して

くだ さ っ た ご両親 と 、 楽 しみ なが ら一生懸命 ト

レーニ ン グ に取 り組 んで くれた本児に感謝 い た

します 。

註
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　の 略称が 「ボケ モ ン」。

Pok6mon 　is　copyright ◎ 1998−2009　Pok6mon 　lnc．◎

1995−2009　Nintendo！Creatures　lnc．！GAME 　FREAK
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Eye-movement  Training of  a  Child with  a  Peryasive Developmental Disorder

  Who  Showed Unpolished Ski11 in Sketch and  Savant Skill in Clay Work

Akatsuki  KATSUURA,  Etsushi ENDO  and  Shigeki SONOYAMA

 Eye movement  is one  of  the input functions for visual  information. Some  reports  indicate that lack

of  smeothness  of  eye  rnovement  and  difficulty in the control  of  gaze are related to developmental dis-

ability.  We  taught  sketching  skills  to a  fifth-grade boy with  a  pervasive developmental disorder who

showed  unpolished  skill in sketch  and  savant  skill in clay  work.  And  we  gave the child  eye-movement

training to help overcome  eye  movement  problems, and  after  the training we  tested for changes  in

drawing style, We  implemented three training, mainly  in smooth  pursuit motion  and  saccades,  The

child  was  then  able  to perfbrm ocular  mevements  smoothly,  and  we  observed  a change  in the size

recognition  of  objects  in drawing sessions,  In addition,  we  observed  changes  in features such  as  main-

tenance  ofposture  and  mental  auitude.  The training appeared  to have promoted  increased awareness

ancl  ability  to watch  objects,  as  well  as  to establish  a viewpoint,
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